
盟田開盟団田は地元の神社
で

初め
て巫女が奉仕

新
装
な
っ
た
延
喜
式
内
林
神
社
に
、

今
年
の
正
月
初

め
て
巫
女
が
登
場
し
、

厳
か
な
中
に
も
華
や
い
だ
歳
旦

さ
ん
ら
地
元
の

大
工
さ
ん
の
カ

で
造
ら
れ
た
も

の
で
す
。　

一
階

は
会
議
室
な
ど

二
室
、

二
階
は

大
広
間
で
、

向

か

っ
て
右
側
に

消
防
屯
所
、

左

側
に
駐
在
所
が

併
設
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

戦
前
は
青
年

た
ち
の
活
動
の

拠
点
と
し
て
大

い
に
活
用
さ
れ

ま
し
た
が
、

戦

後
青
年
田
活
動

が
勢
い
を
失
う
と
と
も
に
会
館
も
手
入
れ
が
行
き
届
か

な
く
な
り
，

昭
和
三
十
年
頃
と
う
と
う
廃
館
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
姿
を
消
し
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
落
成
式
当
日
の
も
の
で
見
事
な
税
賀
門

も
青
年
た
ち
の
手
作
り
で
し
た
。

こ
の

一
枚
の
写
真
か

ら
も
か
つ
て
の
寝
成
の
若
者
の
、

溢
れ
る
よ
う
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

慶

弔

林

　

満

　

様

一
月
二
日
死
去

享
年
数
え
年
七
■
七
歳

八
日
　
外
二
　
様

一
月
十
三
日
死
去

享
年
数
え
年
八
十

一
歳

務
　
を
ち
い
　
様

一
月
十
四
日
死
去

事
年
数
え
年
九
十
八
歳

護
ん
で
ご
冥
相
を
お
祈
り
し
ま
す

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

地
元
頼
成
の

女
子
高
校
生
七
人
が

自
衣
に
紅
袴
の
き
り

り
と
し
た
巫
女
姿

で
、

神
事
や
縁
起
物

の
頒
布
に
奉
仕
し
ま

し
た
。

巫
女
の
登
場
と
い
う
こ
と

も
あ

っ
て
元
旦
初
詣
の
人
出

も
例
年
に
比
べ
て
非
常
に
多

く
零
時
過
ぎ
に
は
参
道
が
混

み
合
う
ほ
ど
で
し
た
。

五
時

か
ら
歳
旦
祭
が
催
行
さ
れ
多

数
の
氏
子
が
参
列
し
新
年
を

ま
し
た
。

赤
々
と
奪

火
の
揺
ら
め
く
境
内
で
は
、

破
魔

矢
、

熊
手
、

お
守
り
札
な
ど
の
縁

起
物
の
頒
布
も
あ
り
、

新
装
な
っ

た
朴
神
社
に
相
応
し
い
華
や
か
な

初
請
と
な
り
ま
し
た
。

鮮

田
隠
関
目
閑
因
圏
四
団
ロ

畿
欄
圏
欄
醒
圏
鰯
圏
躙
鶴
醸
襴
鵬

中
頼
成
バ
ス
停
に
か
つ
て
頼
成
青
年
会
館
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
昭
和
三
年
頃
当
時
の
青
年
会
長
板
東
正

治
さ
ん
ら
が
、

各
家
の
山
の
本
を
拠
出
し
、

開
田
菊
松

働な庸冬・六雪q
今年の年末年始は記

録的な厳冬 。大雪とな

りました。 1月 8日 現

在で約 1米、降り始め

からの累積では 2米 を

超えました。気温も看

下 5度 を記録するなど

寒きも厳しく 1米 を超

す大ツララが

下がりまし
た。新潟の洋
南町など積雪
が4米 を超え
たところもあ
りました。

損

与

や

2 月 行 ― ― 定

兼 態 者地区高鯨苦学徹の開義ま)

師 前富山

2月 18日 (土)13:30 般 若農業構造改善センター

..t師   合 后 にヨ rj_映  ‐先 生

県立高校長、富山県教育委員会教育長、富山県生涯学

習カレッジ学長などを歴任。高岡市早川法泉寺住職

よいお話が聞けます 誘 い合わせ是非ご聴講下さい。


